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[image: ]1978年佐賀市生まれ。2004年、筑波大学修士課程芸術研究科を修了後、ロンドンへ渡りアート制作を開始。Super Happyをテーマに、見た瞬間に幸せになれる作品制作をしている。現在世界中で壁画を残す活動「Over the Wall」を主催し、2015年ケニアのスラム街、2016年東ティモールの国立病院、2017年ウクライナでのUNHCRとの共同制作、2018年エクアドルの女性刑務所、2019年ハイチでの国境なき医師団との共同制作など、現地の人々と一緒に壁画を残す活動をしている。

■絵を志すきっかけ
ミヤザキさんが、将来、絵に関わるなにかをしたいと考えるようになったのは高校受験を前にしたころだった。中学時代に打ち込んだサッカーは小学生からの経験者に埋まらない差を感じ、勉強にも自信があるわけではなかった。友人たちがスポーツ推薦や学力で高校を決める中、自分に秀でたものはなにかを考えていた。
父は会社員、母は専業主婦という一般的な家庭に育ったミヤザキさんは、このまま平凡な人生を送ることが嫌だと感じ、一度しかない人生だから自分らしく、おもしろい人生を歩みたいと強く思うようになった。必死で考えた結果浮かんだのが「絵」だった。絵は小さい頃から描いており、小学生のころ、ポスターコンクールで県知事賞を取ったこともあった。そこで本格的に絵の勉強をしてみようと考え、佐賀県内で唯一芸術コースがあった佐賀県立佐賀北高等学校に入学した。

■高校時代
　芸術コースに進学したものの、同級生の絵や5年上で同校を卒業した画家・池田学さんの高校時代の絵などに比べると、自信を持つことができなかった。それでも大学受験が迫ると、絵描きになるのを初めて意識し、絵で成功するにはパリの大学に行くしかないと考えた。両親にすぐにフランス行きを却下されたが、必死に食い下がるミヤザキさんに最終的に両親が折れた。フランス行きは叶わなかったが、高校2年生から3年生に上がる前の春休みに2週間、ベルギーに住んでいた親戚の家を訪ねることが許可された。
　ベルギーの首都、ブリュッセルで2週間を過ごすことになったミヤザキさんは、ヨーロッパらしいレンガ造りの街並みをスケッチし、道端で販売した。ことばはわからなかったが、道行く人に描いてきた絵を見せるとリアクションしてくれたことに喜びを感じた。これまで勉強のためにスケッチを描いていたが、絵は言語を越えてコミュニケーションが取れるツールであるということに気づいた。
帰国後、同級生たちとは違い、学校から一歩外の世界に踏み出して特殊な経験をしたということが、ミヤザキさんにとって大きな自信となった。ミヤザキさんが最初に本気で画家になろうと思ったのはこのころだった。
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（中略）

■2006年　ケニアでの活動
　ミヤザキさんがもっとも印象に残っている壁画のひとつとしてあげているのが、2006年にケニアのキベラスラムにある「マゴソスクール」という小学校に行って描いた壁画である。
キベラスラムは、ケニアの首都、ナイロビにある東アフリカ最大のスラム街。マゴソスクールは1999年にリリアン・ワガラさんというケニア人女性が開校した、キベラスラムに住む貧困児童が通う小学校である。自身もスラム出身のリリアンさんが、自分が暮らす長屋の一室にストリートチルドレンを集め、寺子屋のような形で始めた。
　ミヤザキさんは、当時ロンドンにいたが、マゴソスクールのことを偶然観ていたテレビ番組で知った。つらい境遇にある子どもたちを絵で少しでも明るく元気にしたいと思ったことが、現地を訪れる最初のきっかけとなった。その後、自身で調べたり、現地在住の日本人のライターの協力を得たりしながら、マゴソスクールにコンタクトを取り、校長に壁画を描くことの承諾を得た。
　ミヤザキさんがマゴソスクールに到着して最初に描いたのは、大きなドラゴンの壁画だった。その2年前にフィリピンの孤児院で描いたドラゴンの壁画が子どもたちに大人気だったため、マゴソスクールでもきっと喜んでもらえるだろうと考えたからである。しかし、子どもたちは喜ぶどころか、ドラゴンの絵を恐がって泣き出したり、中には恐怖のあまり学校に来れなくなった子どももいて、職員会議にかかるほどの大問題となった。
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マゴソスクールで最初に描いたドラゴン

子どもたちがドラゴンの絵を怖がった理由は、ドラゴンという架空の生き物がケニアにはなかったからだった。代わりにこどもたちが想起したのは、アナコンダだった。家畜を丸呑みするような巨大な蛇で、現地の人たちに恐れられていた。ドラゴンの絵とアナコンダが、子どもたちの中で重なり怖がっていたのだった。
　今までは自分が好きなものを好きなだけ描いてよい環境に身を置いていたが、公共の場や人が生活する場に描く絵はそのような考え方を前提にしてはならないということをミヤザキさんは痛感した。
ドラゴンの絵を消して新しい絵を描き直そうとしても、滞在時間のほとんどをドラゴンに費やしてしまったため、時間が残されていなかった。そこでミヤザキさんは、子どもたちが描きたい絵を子どもたちといっしょに描くことにし、ライオンやバオバブの木の壁画を描いた。ミヤザキさんは、それまでは絵描きとして自分の絵に他人の手を入れさせるべきではないという考えを持っていた。しかし子どもたちとの共同作業で作り上げた壁画の意味を考えたとき、自己満足のためではなく、そこで生活している人たちが「ハッピー」になることが一番重要だと気づいた。また、絵が完成したとき、みんなで喜びを分かちあう一体感もすばらしいと感じた。このケニアでの活動が、のちの壁画プロジェクトへの礎となった。

（中略）

■Over the Wall
Over the Wallのチームは10名ほどで構成されている。現地に行くのはミヤザキさんとカメラマン、ワークショップ担当の3名。現地でおこなうワークショップは、子どもたちが描いた絵で商品を作って現地にお金が落ちるシステムを作るためにおこなう。その現場での責任者がワークショップ担当者である。加えてウェブサイト制作担当や資金集めのイベントの手伝いをするメンバー、翻訳をするメンバーなどがいる。

■Over the Wall 活動の軌跡
♢2010年 ケニア
マゴソスクールに壁画を描きにいく2度目のプロジェクト。アーティストがポストカードを制作・販売して支援金を集めた。約1ヶ月間の滞在で、マゴソスクールと孤児院へ壁画を制作するとともに、約100名を対象に絵画教室を実施。

♢2015年 ケニア
マゴソスクールに壁画を描きにいく3度目のプロジェクト。2014年12月の火災によって焼失した校舎を囲う塀への壁画制作と、アートを使った現地の子どもたちとの交流をおこなった。約3週間滞在して壁画を制作するとともに、約200名を対象に絵画教室を実施。東京都荒川区尾久宮前小学校との交流ワークショップもおこなった。
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♢2016　東ティモール
2015年に福岡県宗像市で開催された国際環境会議でライブペイントやワークショップを実施した際、東ティモールの元大統領や日本人の元大使から「東ティモールは独立してまだ間もない国なんだけど、君がやってるような活動を東ティモールでやってもらえるとうれしい」ということばをもらったことをきっかけにプロジェクトを企画。国立病院と職業訓練校にて壁画制作、孤児院にて壁画制作とアートワークショップをおこなった。小学校にて200人の児童を対象に絵画教室とアートワークショップもおこなった。
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♢2017年　ウクライナ
ウクライナ東部に位置するマリウポリで壁画を制作。マリウポリは、2014年のウクライナ騒乱以降、国内避難民を多く受け入れている。2016年に国際連合難民高等弁務官事務所（以下UNHCR)と連携して、City of Solidarityの宣言を採択し、多様な人々の共生や平和復興に力を注いでいる都市。現地のUNHCRと協力して紛争により破壊された壁に希望を取り戻せるような壁画を制作し、国内避難民をはじめとして、虐げられた人々が連帯参加できるようなプロジェクトをおこなう目的でマリウポリより誘致を受けた。

♢2018年 エクアドル
エクアドルの首都キトにある女性更生施設（女性刑務所）で壁画を制作。施設には受刑者の子どもを預かる施設があり、母親以外に頼る存在がない乳児や幼児が母親と共に生活をしている。受刑者である母親とその子どもたちと共同で壁画を制作することで、社会復帰後の彼らの生活を前向きなものにしたいという想いでプロジェクトを実施した。2018年は日本とエクアドルの外交関係100周年の記念年にあたり、このプロジェクトは日エクアドル外交関係樹立100周年事業としておこなわれた。
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♢2019年 ハイチ
ハイチの首都ポルトープランスにある最大のスラム街のひとつ、シテ・ソレイユにて国境なき医師団と協力して、同団体の病院に壁画を制作。医療現場である病院に明るい壁画を描くことで患者の精神的ケアを図り、また患者自身が制作に参加することで能動的な意識を持ってもらいたいとプロジェクトを企画した。
[image: ]









■壁画を描く意味とは
ミヤザキさんは絵というものでなにができるかを常に考えているという。元々世界中の人々と交流しながらなにかを残したいという想いを持っており、それが現在取り組んでいる壁画プロジェクトにつながっている。加えて、その土地で暮らす子どもたちがどういう絵を描いて、その背景にはどういうものがあるのかをその場で知ることができることに大きな魅力を感じている。北極圏やイスラム圏など、これまで訪れたことない地域の暮らす人々の生活の場に入り、同じ壁画プロジェクトをおこなったらまた全然違うものが見えてくるはずであり、今後それを見て伝えていくことが楽しみだと語っている。

（後略）
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